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基隆で古くから信仰を集め続けてきた
廟の周囲に広がる夜市
廟口夜市とは、人々の信仰の場である廟の周辺に夜店が
広がる界隈のことで、基隆に限らず台湾各地で見られるも
のです。そのなかでもいちばん知名度が高いのは、おそらく
基隆の廟口夜市でしょう。基隆の中心部に位置する奠済宮
という廟の一帯は、毎晩地元住民や観光客でにぎわい、時
によっては前に進むにも苦労するほどです。とくに奠済宮の
北側を通る仁三路、また仁三路と交差する愛四路には所せ
ましと屋台や店舗がならび、客寄せの大きな声がひびきま
す。仁三路の両側には夜の街にはえる黄色い提燈がかか
げられ、基隆廟口夜市のシンボルとも言える美しい風景を
つくりだしています。
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日本にも門前町と呼ばれるところがあります
が、祭りの日でもなければ夜店がならんでお
おぜいの人々を集めることはあまりないで
しょう。しかし、台湾各地の廟口夜市は地元
の住民にとって日常生活の一コマで、多くの
人々が自宅、通学先、勤務先の近くの夜市
で夕食やショッピングを楽しみます。奠濟宮
のように古くからある廟の周囲で夜遅くまで
人通りがたえないのも、何らめずらしい光景
ではありません。

なぜ廟のまわりに夜店が？

2.
今日では新北市の一部になっている板橋を
本拠としていた林本源家という家族が土地
を寄贈して1875年に建立された道教の廟
で、同じく基隆中心部にある城隍廟、慶安
宮とともに基隆三大廟の一つです。福建の
漳州地域の開発に功があったとされる人物
が神となった開漳聖王が主神で、漳州から
台湾にわたってきて基隆に住みついた人々
やその子孫にとって精神的なよりどころと
なっていました（林本源家も先祖が漳州出
身）。なお奠濟宮の本殿の後方に清甯宮と
いう廟がありますが、これはもともと、奠濟
宮より前の時期に福建の泉州地域出身者に
よって建てられたもので、日本統治初期に奠
濟宮の一部となりました。

奠濟宮とは？

1.
さまざまな食事が楽しめますが、港町らしく
海産物も豊富です。廟口夜市から基隆駅の
方向に少し歩いたところに、台湾北部有数
の崁仔頂漁市という魚市場があります。廟
口夜市で供される海産物も、ここを経由して
いるものが多いことでしょう。もっとも、魚市
場の取引が行われるのは深夜から早朝にか
けてなので、夜市での食事の後に行っても
閑散とした風景が広がっているだけですが、
もし翌日の行程に余裕があるのであれば、
夜更かしして訪れてみてはいかがでしょうか。

港町だけに海産物が多い？

3.
学 び の ポ イ ン ト

https://taiwan-shugakuryoko.jp/spot_north/2129/
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